ところで 甚だ 卑怯な 前置で あるが、 この 一文 は 私の 

狭い 個性 を 通じて 観た 「探偵小説 に対する 信念 もしく 

は 偏見」 で 万人 共通の もので はない かも 知れない。 の 

みならず それ は 現在の 私の 心境で、 明日の 私の 心境で 

はない かも 知れない。 のみならず、 それ は 必然的に 私 

が 文芸 通信 誌に 書いた 「探偵小説の 真 使命」 と 同じ 内 

容 もしくは、 その 註釈み たような ものに なって しまう 

べき 性質の もので はない かと も 思う が、 しかし、 それ 

が 万 一 にも 本誌の 愛読者 諸君の ために …… 特に 甲賀三 

郎 氏の 「探偵小説 講話」 を 愛読され る 諸賢の ために I 

I 「こんな 観点 も 別に あるの だな」 とか 又は 「これ は 



甲賀 氏の 所論に 対する 一種の 註釈 だな」 とかいう 意味 

で、 一種の 新しい 参考と なり、 目下 興隆の 機運に 向い 

つ つ ある 探偵小説 界に投 ずる 一 石 ともなり 得るならば、 

私に と つ て 絶対の 光栄で あり 欣快と すると ころで ある 

事 を 思うて、 敢えて この 蕪 文 を 続行す る 次第で ある 事 

リ よ-つじよ 

を 何よりも 先に 諒恕 して 頂きたい。 

文芸 通信 誌上 「探偵小説の 真 使命」 の 中で 私 はコン 

ナ事を 書いた。 

—— 自然主義 文芸、 自由 民権 思想の 行 詰まりに 続く、 

探偵小説の 行 詰まりに よって、 人類の 趣味 傾向が 遂に 

ドン 底 を 突いて しま つ た —— と —— 



あろう。 

ところが その 明治維新 以来、 西洋 文化の 輸入に 影響 

されて、 日本人の 趣味が 一 層 急 劇に 低下して 来た。 以 

前から (徳川 時代から) 忌避され 軽蔑され ていた 肉 慾 

描写 や 不倫の 世相が、 自然主義の 輸入 以来、 臆面 もな 

く 逆 照され 初めて、 往昔、 最低 級の 芸術と して 扱われ 

ていた 作品が、 堂々 として 一般 民衆の 趣味 傾向の 王座 

を 占む る 事と なった。 同時に 永い 間 因襲され、 伝統 さ 

れて 来た 人間 道が 不合理 視 され、 不自然 視 されて、 禽 

獣道が 合理 視 され、 自然 視 される ようになった。 それ 

は 在来、 衣裳 美 を 主として 描かれて いた 絵画が、 洋画 



こうした 趣味、 傾向 は 科学 を 愛好す る 人間の 趣味、 

傾向、 もしくは モット 大きい 本能と 一致して いる。 

科学 は、 すべての 尊と いもの、 美しい もの、 不可 思 

議な もの を 信じなかった。 就中、 神に よって 作られ 

た 宇宙 万有の 美し さと 不可思議 さ を 絶対に 信じな か つ 

た。 その 神秘 を ドン 底まで 探偵して、 電子の 作用に 過 

ぎない 事 を 計数の 上で 嘲笑し、 その 信仰 心理 を 徹底的 

に 分析して、 + I o 式な 利己 人の 表現に 過ぎない 

と 喝破し、 一 切の 美 を 醜悪な、 又は 単純 無趣味な、 直 

線、 もしくは 曲線にまで 分解し、 罵倒し つくした。 宗 

教は 阿片で ある。 芸術 は自瀆 である。 恋愛 は 性欲 以外 
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